
社会環境視点と生活者視点を整理し、2030年の生活者の暮らしを構想しました。価値観や
生活様式にどのような変化があるのか自由に想像するとともに、当社が提供したい価値を
検討した結果、仕事もプライベートも“自分がどうしたいか”という「自己実現」の価値観を
重視し、これを軸にさまざまな行動が変化すると仮定。技術革新が進み選択肢がさらに広が
ることで自分がどうしたいか迷う“自己実現難民”を、当社がサポートできるのではないか、
といった議論を交わしました。

未来に向けて従業員が創造する、
2030年に“イオンモール”がつくりたい社会と提供価値

パートナーとの
ビジネスのありたい姿
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マーケティング/ブランド/
コーポレートコミュニケーション
のありたい姿

まちづくり（経済圏形成）における
イオンモールのありたい姿

個人を含む多様なパートナーとともに、それぞれの強
みやアイデンティティを活かしながら共通目的を実現
したい。そのために、パートナーとの新たな仕組みづく
りが必要だと考えます。

第1開発企画部
マネージャー
新開 由梨

関東・新潟リーシング部
マネージャー
國分 智⽂

マーケティング部
髙⼒ 弘司

第１開発企画部
塚越 史⼦

プロデューサーの紹介

活動フェーズ

2030年の生活者の価値観・暮らしぶりを構想し、
当社が提供できる価値を検討

2030年の⽣活者の暮らしを
年代別に構想した例

社内公募により、プロジェクトを担う21名のプロデューサーを選出しました。特に社内視点を整理するフェーズにおいては、当社の事業
のありたい姿を多面的に捉えるため、４つのテーマに分かれて議論をおこないました。

地域とともにまちの元気が続く仕組みをつくり、多様な
しあわせがある暮らしを提供したい。元気なまちを実
現するためにも、地域の視点に立った課題や可能性を
発掘し、解決していく仕組みが必要だと考えます。

「自分たちに寄り添って、ともに問題を解決してくれる
企業」と認識されている状態を実現したい。そのため
にも、生活者やパートナーとともに価値をつくる“共創
マーケティング”の実現と、その価値への共感を生む双
方向コミュニケーションが必要だと考えます。

従業員は、多様なステークホルダーに刺激を与えられる
存在となり、会社は、従業員を育て、正当に評価し“働き
続けたい”と思える組織に。その実現のためには、さまざ
まな価値観を受け入れ、個人の「自分らしさ」を発揮でき
る企業風土や、人材育成・評価制度が必要だと考えます。

従業員・組織のありたい姿

イオンモール福津
舘澤 瑛美

複合開発企画部
今 理⼦

心斎橋オーパ
マネージャー
⼭本 裕⼦

イオンモール天童
マネージャー
鈴⽊ 敬⼈

イオンモール多摩平の森
マネージャー
⼭北 友佳⾥

近畿・北陸開発部
森 亮佑

中四国事業部
マネージャー
樫根 亮

イオンモール松本
⼩松 ⾹奈江

海外事業推進統括部
事業管理部
⽥中 ⿇⾥⽮

新店第1リーシング部
佐藤 舜介

マーケティング部
マネージャー
⽵⽥ 忍

営業企画部
⼀志 哲夫

人事統括部
採用グループ
マネージャー
増渕 ⾹奈⼦

愛知事業部
マネージャー
⼤内 暢玲

⼈事部
菅野 祐以

イオンモールいわき⼩名浜
⼤川 航平

地域サステナビリティ
推進室
藤本 愛⼸

!"#$%&'()*+,-./0123405462789:;
!!"#$%&'()*+',+-)./"#$0121%$0131%&'()*+,-$0141%&./'(012-$345&6789:#
;<=>?&@&AB&CD;EFGHIJ90;K-2;9LM;N;2O)P,$1QRST'(&UV)WXY-
UV&Z'&[\]^_)P,\`4abcc54d:ef

)<=>?@A9BCDE1.FG05G*.HI05GJGK/LGMN>OPQR!STUVWXYZ[?\]B^_`

abcbd?efBgh>i!j\]klEmnBop

!"#"$%&'(%)*+,$-./01+23'(Gghijklmnij)opY$qrsr
%&lmn&tNY)uvYSYwfxyzTl
m{|0B&CD;}~A[\&Ov�e\kk@
0$Z'A:^\Äk)ÅÇYwÉÑ$'(ÖÜ
káàâä)ãå0!çéèê"k!ëa5&*,
\~"Aí0;ì$îï@dñóò4ô@öçõAB
DYw2Oú)ùie\xyzAû<*NL\kü
�YSYwfqrqq%s†ON#$Cì°¢£;Z
'&xy§•&¶ìß®)ÅÇY$è©0™9
-´¨)≠Æ-S2ìSef

qrs[tX?uv
!"#$%&'()*+,-./01234567/89:;2<=>?>@ABCDE'FGH
IJKL!"M!N/OP2QR>(ST'@UVW%XY%Z)*;[\])*^_;`;E>
a(b[;c%defagh2ijaU?\A

*+,-./012340546278?wx
qrsr%ONØ&UV)óbd∞ôYw±:$≤∞≥a¥ëôµP0Cìqrsr%&[ìw2_)P,$
?Ä0™9w©∂)∑∏-'π)}âYSef

*+,-./012340546278?yzYZ[{abcbd?|}~X�{

4564%78
49:;<
4564%
78=>

49:;<
4564%
?@

AB;<
CD

EFGH
IJ

IJKLMNOP
Q!"!R$STU!"!!$!TV

49:;<WXU78=>MNOP
Q!"!!$#TUYTV

49:;<78MNOP
Q!"!!$ZTUV

E[GH
IJ

'\MNOP

!NklmEnop/qrL
0141s&'t/uv2wx>(
y+z92{|A

}~�M!"/}~ÄÅ2ÇÉa(
Z-Ñz9/ÖÜ%áàa
âäãIÜå2wçké|A

Z-Ñz92ÖÜAèêë/íì
9îïñ.óRL(BCDE'F
uv2KUòôLö]õêúA

ìù9û;ü†°
¢£§•

¶ßõ®©JÄ
™´¨≠

Æ;.Ø;Ññ)Ä
∞±≤≥

¶¥©Jõ®Ä
µ©H∂

∑∏kµπ∫;Ñ9ªÄ
ºdΩæ

ìù9û;üø¿
¡¬√C

ìù9û;üƒ≈∆/«
»… ÀÃ

ìù9û;üÕŒœ–
»—“≠

”‘©Jõ®Ä
’÷≠

◊ÿk…Ÿ©JÄ
«⁄€

0‹Ä
›0fiÃfl

Æ;.Ø;Ññ)Ä
‡›·

ìù9û;ü‚„‰
ÂÊÁËÈ

0Í‹ÎêÄ
ÏÌ⁄

!"#$%&'(
ÓÔÒ

ìù9û;üUÚöÂ7Û
Ùıˆ∆

˜̄ ªü;)
˘˙ÁË≠

CÎÄ
˚¸˝˛

ìù9û;üˇ!"#
B$%&

'(õ®Ä
Ô—)*

)+ÎêÄ
Ù",-

!"#"$%]^&
Q_`ZaUR#aV

整理するフェーズ
（2021年7月～2022年2月）

アクション検討～実行準備フェーズ
（2022年3月～8月）

アクション実行フェーズ
（2022年9月～）

世の中視点と自社視点で
2030年より先の未来を構想し、
ありたい姿を言語化。

言語化したありたい姿を羅針盤に、
ミッション達成に向けてアクションを検討し、
実行に向けた準備を実施。

アクションを実行し、
従業員一人ひとりが課題を発見し、
事業として解決する挑戦ができる企業へ。

山北友佳里

代表取締役社長 岩村康次

「社長が考える
イオンモールの未来とは？」Q 「お客さまとの接点が店舗だけでなく、“ 気づいたら生活の中で  

イオンモールと関わっていた ”。そんな存在になることです」A

社内プロジェクト「studio LIFE DESIGN」発足
「studio LIFE DESIGN」は、生活者やお客さま、社会の未来を想像して当社の将来あるべき姿を検討し、アクションを起こすことで社内の
風土改革に取り組むプロジェクトです。2040年、2050年を見据えながら、2030年の地域・社会において、施設だけではなく企業として
のイオンモールがどのような存在・位置づけになっているべきかをバックキャスト思考で自由に考えます。議論の内容を図やイラストで
可視化する「グラフィックレコーディング」で記録し、タイムリーに社内公開して透明性を高めているのもこれまでにない新たな試みです。

「暮らしの未来」をつくるLife Design Developerとして、地域・社会の抱える課題にソリューションを
提供することを事業とし、地域コミュニティの中核施設・社会的インフラとなる。

地域・社会にソリューションを提供することを“事業”として実現できる。

先駆的な取り組みを通して創造

当社のめざす姿

実現に必要な企業体質

現業の延長線上ではない
バックキャスト思考

ありたい姿を実行できる組織

能動的に新しいことに
チャレンジする姿勢

能動的に動ける仕組み

課題を発見し解決を
ビジネスにする思考

新しい課題にチャレンジする風土

従業員
として

企業
として
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